
男 6.948人 ＋12 

女 7.486人 -4 

世帯数 3, 890世帯 ＋ .3 

11月30日現在 	前月比 

人 	口 	14 .434人 	十 8 

人
口
と
世
帯
数
 

除雪作業にご協力を 	 P2 
少しの酒でも死亡事故に 	 P3 
社会福祉大会に150人 	 P4 

晴れの受賞おめでとう 	 P5 
せんきょの知識 	 P6 
戸籍の窓 	 P7 
お知らせ 	 P8 
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ン
タ
の
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う
 

ー
 
十

四
日
、
保
有
所
や
児
童
館

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
じ
さ

ん
た
ち
が
訪
れ
、
f
供
た
ち
に

ひ
と
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
 

ー
ゼ
ン
ト
を
附
っ
た
。
こ
の
プ
レ
 

ゼ
ン
ト
は
「
ト
四
日
会

（
工
藤

勝
雄
代
表

ご
が
f
供
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
お
う
と
二
十
年
前
か

ら
続
け
て

い
る
し
の
．
サ
ン
タ

の
衣
装
に
身
を
包
み
、
大
き
な

袋
を
担
い
だ
会
員
ら
が
第

一
保

育
所
を
訪
れ
る
と
、
待
ち
兼
ね

て
い
た
r
供
た
ち
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
い
た
。
会
貝
ら
が

一

人
ひ
と
リ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
．
工
藤
代
表
が
「
ま
た
来

年
も
米
ま
す
か
ら

い
い
子
に
し

て
い
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ

す
る
と
．
子
供
た
ち
は
大
き
な

声
で
「
は
い
」
と
約
東
し
て
い

た
。
こ
の
後
．
f
供
た
ち
が
「
 

サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と

う
」
と
元
気
に
お
礼
を
の
ぺ
．
 

お
返
し
に
と
H
ご
ろ
練
習
し
た

遊
戯
を
披
露
し

た
。
サ
ン
タ
の

お
じ
さ
ん
た
ち
は
引
き
続
き
町

内
の
各
保
有
所
や
児
童
館
．
幼

稚
園
を
訪
れ
、
子
供
た
ち
に
喜

ば
れ
た
。
 



除雪作業にご協力を 

冬将軍到来 

路
上
駐
車
は
 
虜
 
噂
機
械

は
件
業中
 

必
ず
，
「黄
色
回
転
灯

」
を
点
灯
 

や
め
よ
う
 
し
・
十・
一、
、E
ト
』
 
‘
 

、
“1作
業m
堰

陰

叫
斌
 
危
険
箇
所
に
は
 

本
格
的
な
雪
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
 

毎
年

の
こ
と
な
が
ら
、

北
国

に
住
む
私
た
ち
の
悩
み
は
、
降

雪
に
よ
る
交
通
確
保
の
問
題
で

す
。
こ
と
し
も
大
雪
が
予
想
さ

れ
、
除
雪
対
策
は

万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
い
ざ
除
雪
に
な

る

と
路
上
駐
車
な
ど

い
ろ
い
ろ
な

障
害
が
発
生
し
作
業
に
支
障

を

き
た
し

て
お
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
行

い
．
除
雪
に
よ
る
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
は
み
な
さ
ん
の
】
」
 

協
力
が
必
要
で
す
。

つ
ぎ
の
点

に
注
意
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 
 の

少
な
い
夜
間
や
早
朝
に
行
う

た
め
、
降
雪
、
地
吹
雪
の
中
の
 

近
寄
ら
な
い
で
 

除
雪
卓

は
重
機
械
で
あ
リ
前

方
で
も

1
0U以
内
に
人
る
と
死

角
に
な
リ
ま
す
。
ま
た
、
雪
の

中
に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
村
、
 

ガ
ラ
ス
等
が
飛
敗
す
る
場
合
も

あ
リ
ま
す
の
で
、

除
雪
作
業
中

は

3
0u
以
内
に
近
寄
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
 

ガ右
側
走
行
除
雪
ガ
に
 

ご
注
意
ノ
 

風
向
き
、
道
路
条
件
等
に
上

り
、
右
側
を
走
行

し
な
が
ら
除

雪
作
業
を
行
う
場
合
ら

あ
リ
ま

す
の
で
白
動
車
を
ど
は
特
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ガ赤
旗
ガ
を
 

印
に
．
赤
旗
一
を
は
っ
き
リ
わ

か
る
よ
う
高
く
立
て
て
く
だ
さ
 

道
路
を
 

広
＜
使
い
ま
し
よ
う
 

ド
ラ
ム
缶
、
木
村
等
の
私
有

物
件
を
路
上

に
は
み
出
さ

せ
て

お
く
と
、
除
雪
卓

が
街
突
や
巻

込
む
な
ど
の
恐
れ
が
あ
リ
屯
大

な
事
故
発
生
の
原
因

に
も
な
リ

ま
す
。
 

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

広
く
使

い
ま
し
上
う
。
 

破
損
事
故
等
は
 

す
ぐ
連
絡
を
 

業
中
は
巾
故
防
】
等
 
 

に
万
全
を
期
し
て
い
圭
す
が
．
 

万

一
．
除
雪
車

に
よ
る
塀
な
ど

の
物
件
破
損
．
 
一
般
町
民

の
負

潟
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は

速
や
か
に
、
建
設
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
直
ち
に
謂
査
し

て
復
旧
に
当
た
リ
ま
す
が
、
持

に
物
件
破
損
は
発
生
と
同
時
に

連
絡
が
な
い
と
原
因
究
明
ら
困

難
と
な
リ
ま
す
。
 

I
雪
ガ
は
 

道
路
端
に
積
ん
で
 

降
雪
最
が
多
く
な
れ
ば
運
搬
 

さ
る
十

一
月
十
九

H
、
臨
時

町
議
会
が
開
か
れ
、
任
期
満
了

に
伴
う
教
育
委

貝
人
事

で
，
新

委
貝
に
高
橋
元
弥
氏

（
金
木
）
 

を
選
任
し
ま
し
た
。
 

人
事
案
件
は
，

．ル
教
育
長
中

谷
金
四
郎
氏
の
任
期
満
了
に
伴
 

，
瓢
 

司
『
‘
 

、
 
橋
 

J
ー
 
，
 
島
 
 

排
雪
作
業

を
行

い
ま
す
。
雪
は

道
路
に
捨
て
な
い
で
、
道
路
端

に
依
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

道
路
で
の
遊
び
は
 

や
め
ま
し
よ
う
 

道
路
で

の
「
ス
キ
ー
、
ス
ケ
 

ー
ト
、

ソ
リ
遊
び
」
は
交
通
事

故
の
も

と
で
す
か
ら
や
め
ま
し

よ
う
し

r
供
に
言
い
聞
か
せ
る

と
と
し
に
、
見
か
け
た
ら

み
ん

な
で
注
意
し
、
や
め
さ
せ
ま
し
 

よ
・つ
。
 

う
し

の
で
、
高
橋
氏
は
こ
の
後

十
二
り
二

H
に
は
県
教
育
委
貝

会
の
承
認
を
得
て
教
育
長

に
就

任
し
ま
し

た
‘
 

高
僑
氏
は
旧
制
小
樽
高
等
商

業

（
現
小
樽
商
大

｝
卒
．
川
金

本
女

f
商
業
講
師
、
五
所
川
原

農
林
高
校
金
本

分
枚
講
師
、
一
一
．
 

十
五
年
か
ら
町
商
仁
会
理
事
、
 

同
副
会
長
、
同
会
長
を
廉
任
、
 

四
十
九
年
か
ら
二
年
間
、
町
議

会
議
貝
し
務
め
て
い
ま
し
た
“
 

六
ト
．
．歳
。
 

金木だよ‘) (2) 

作
鷺
と
な
リ
視
界
も
惑
く
非
常
 
塀

や
乗
捨
て

の
白
動
小
は
．
 

に
危
険
で
す
。
路
上
駐
車
し
て
 

降
雪
や
地

吹
雪
の

た
め
雪
に
埋

い
る
と
、
そ
の
部
分
が
除
雪
で
 

し
れ
、
除
雪
車
が
発
見
で
き
ず

き
ず
交
通
障
害

の
原
因
に
な
リ
 

に
破
損
や
街
突

の
危
険
性
が
あ

ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い
で
く
 
リ
ま

す
。
 

だ
さ
い
。
な
お
、
降
雪
疑
が
多
 

道
路
が
狭
く
プ

ロ
ッ
ク
塀
な

い
と
き
は
日
中
で

し
除
雪
作
業
 

ど
の
破
損
が
子
想
さ
れ
る
と
こ

を
行

い
ま
す
。
 

ろ
や
、
路
上
で
自
動
車
が
故
障
 

除
雪
車
に
は
 
」
動
か

湾
い
場
合巾
は
、目

 

教
育
長
に
 

高
橋
元
弥
氏
 



ビ
ー
ル
ー
本
で
 

危
険
度
は
一
一
・
五
倍
 

酒
を
飲
む
と
、
認
知
・
判
断
 

・

央
行
と
い
う
運
転
に
必
要
な

能
力
が
グ
ン
と
落
ち
ま
す
。
・」
 

の
た
め
、
信
号
や
道
路
標
識
を

見
落
と
し
た
リ
、
歩
行
者
の
発

見
が
遅
れ
た
リ
し
ま
す
。
ま
た

一
時
停
止
を
無
視
し
た
リ
、
肝

心
の
運
転
操
作
も
遅
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
「
酔

わ
な
い
程
度
の
酒
な
ら
大
丈
夫
 

常
に
、
心
身
と
も
に
万
全

の
状
態
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
 

ー
ド

ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
以

上
、
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
基
本
的
な
モ
ラ
ル
の
 

一
つ
で
す
。
 

道
路
交
通
法

は
「
何
人
も
酒

気
を
帯
び
て
卓
 

一
鰻
競
 

と
、
本
気
で
信
じ
込
ん
で
い
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
 

“大
丈
夫
・
で
な
い
こ
と
は
次

の
デ
ー
タ
ー
で
も
明
ら
か
で
す
。
 

ド
イ
ツ
の
医
学
れ
フ
ロ
イ
デ

ン
ベ
ル
グ
に
よ
る
 
「血
中
ア
ル

コ
ー
ル濃
度
と
事
故
の
農
度

」
 

の
調
査
に
よ
る
と

（
長山
楽
久

箸

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
理
学
）
 

ビ
ー
ル
ー
本
飲
ん
だ
状
態
で
車

を
運
転
し
た
場
合
、
ア
ル
コ

ー
 

ル
が
体
内
に
全
く
な
い
と
き
に

比
べ
て
、
死
亡
事
故
の
危
険
度

は
二
・
五
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
 

飲
酒
運
転
は
．
ほ
か
の
犯

罪
に
比
ぺ
て
執
行
猶
予
が
少

な
く
、
実
刑
、
厳
罰
主
義
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
酒

連
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
ド

ラ
イ
パ
ー
だ
け
で
は
あ
り
ま
 

ま
た
，
死
亡
事
故
に
つ
な
が
ら

な
く
て
も
、
物
を
壊
し
た
リ
負

傷
し
た
リ
す
る
事
故
し
増
え
て

お
り
、
少
し
の
酒
で
も
危
険
な

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
あ
ま
リ
お
酒
を

飲
み
す
ぎ
る
と
．
疲
労
や
睡
眠

不
足
を
招
き
、
翌
H

の
運
転
に

も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
当
日

酒
を
飲
ん
で
い
な
く
て
も
、
体

内
に
残
っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル

の
量
に
よ
っ
て
は
，
飲
酒
運
転

と
み
な
さ
れ
、
厳
し
く
処
罰
さ

れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め

に
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域

社
会
な
ど
で
、，飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
、
飲
ま
せ
な
い
4

と
い
う

鉄
則
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
 

?
?
(
?

!
!！
、
‘
 

飲
酒
運
転
は
 

舌
フ
ル
の
問
題
 

も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
ら
に
も
増
し

て
大
切
な
の
は
 

「私
は
絶
対
に

飲
酒
運
転
は
し
 

《
卓
な
ど
）
を
運
転
し
て
は
な
 

せ
ん
。
目
上
の
人
な
ど
が
，
 

〈
ら
な

い
ー
と
定
め
て
い
ま
す
。
 
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に
卓
の
 

（
そ
う
と
知
り
な
が
ら
，
酒
を
 
運
転
を

強
要
す
る
と
処
罰
さ
 

（
飲
ん
で
軍
を
連
転
す
る
こ
と
 
れ

ま
す
。
ま
た
【
ド
ラ
イ
パ
 

ー
と
は
、
最
も
恥
ず
ぺ
き
行
動
 

ー
に
酒
を
勧
め
る
こ
と
も
禁
 

一
と
甘
え
ま
す
・
 

止
さ
れ
て
い
ま
す
・
 

（ー

‘
、
、I
ー
 
、
I

・
、
、
、

、
I

、
、、ー
、
I
、
、
I

?
？、く
I

ー
 な

い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ

ー
 

の
自
覚
で
あ
る
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
む
さ
ん
、
 「ま
あ
、
堅
い
こ
と
言
わ
な
い

で
、
ビ
ー
ル
ー
杯
ぐ
ら
い
」
な
ど
と
勧
め
ら
れ
て
、
つ
い
飲
ん

で
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 「少
し
の
酒
な
ら
、
か

え
っ
て
運
転
の
腕
が
さ
え
て
く
る
」
な
ど
と
本
気
で
思
っ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
と
ん
で
も
か
い
思
い
違
い
で
す
。
 

今
年
の
一
月
I

八
月
に
、
全
国
で
起
き
た
飲
酒
運
転
に
よ
る

死
亡
事
故
は
五
百
ニ
十
ニ
件
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
（
千
三
百
三
十

一
件
）
に
次
い
で
ニ
番
目
に
多
く
、
相
変
わ
ら
ず
．
飲
酒
運
転
ク

が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
が
続
い
て
、
酒
を
飲

む
機
会
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
パ

ー
の
み
む

さ
ん
、
 ，乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
力
を
合
言
葉

に
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
リ
で
 

す
。
 

①
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
 

っ
た
 

②
酔
っ
た
勢
い
で
 

③
ひ
と
休

み
し
て

酔
い
が

さ
め
た

と
思
っ

た
 

④
翌
日
の

仕
事
に

単
が
必
 
 

要
だ
か
ら
 

⑤
今
ま
で
飲
酒
運
転
で
捕
ま
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら

こ
う
し
た
首
い
訳
を
す
る
こ

と
自
体
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
人
休

に
与
え
る
影
響
を
理
解
し
て
い

な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
 

酒
を
飲
む
と
、
体
の
働
き
は

次
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
ま

す
。
 

第

一
に
、
視
覚
の
働
き
が
鈍

く
な
り
、
視
野
が
狭
く
な
り
ま

す
。
 

第
二
に
大
脳
の
働
き
が
低
下

し
で
判
断
力
が
鈍
り
、
自
制
心

も
弱
ま
っ
て
き
ま
す
。
 （
酒
を

飲
む
と
、
運
転
の
腕
が
さ
え
る

と
い
う
の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
っ
て
大
脳
が
麻
ひ
し
た
た
め

に
起
こ
る
錯
覚
で
、
運
動
機
能

は
ふ
だ
ん
よ
リ
ず
っ
と
低
下
し

て
い
ま
す
）
 

さ
ら
に
、
集
中
力
が
鈍
っ
た

リ
、
精
神
的
に
も
不
安
定
に
な

る
な
ど
、
酒
が
人
体
に
及
ぽ
す

影
響
は
、
車
の
運
転
に
と
っ
て

好
ま
し
く
な
い
も
の
ば
か
リ
で
す
。
 

(3） 金木だよ‘J 

ア
ル
コ
ー
ル
で
 

体
の
機
能
が
低
下
 

飲
酒
運
転
を
犯
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
の
．
自
己
弁
護
・
ー
そ
 

(
  

少
し
の
酒
で
も
死
亡
事
故
に
 

危
険

な
ク
飲
酒
運
転

の
自
己
弁
護
カ
 



アスレチックであそんだこと
金木小2年 新岡年史 

校 庭 
嘉瀬小5年 成田真紀子 

rブ！争責 

校 舎 
川倉小6年 三橋 諭 

友だちの家 
喜良市小2年大橋ひとみ 

「みんなの広場」はあなたガ
つ＜るページです。話題など
ありましたら企画室まで
ご連絡下さい。 
いつでも取材に同います。 

の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
出
席
者
 

係
】
、
宮
崎
初
太
郎
、
三
上
菊
 

神
島
俊
治
、
今
喜
代
治
、
中
谷
 

幸
江
子
、
工
藤
善
四
郎
、
宮
崎
 

与
太
、
今
爪
雄
、
中
谷

mM年
．
 

白
川
昭
男
、
今
兼
春
、
金
三
郎
 

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 次
郎
、
小
野
元
靖
、
原
田
清
治
、
 

●

“
,“
》丁
．
“!
J
'
 

明
る
い
町
をめ
ざ
し
て
 

社
会
福
祉
大
会
に
助
人
 

サンタのおじさん

第4保育所 

こん・やすし 

(4才） 
●…～~、～、“~~、～、～、“、、‘、●、、“―… 

しめ縄作りで温泉旅行 
嘉瀬老人クラブ 

「
あ
な
た
の
愛
を
福
祉
の
た

め
に
」
 
な
どを
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

さ
る
十
一
月
二
十
ニ
日
、
中
央

公
民
館
で
金
木
町
社
会
福
祉
大
 
 

会
が
開
か
れ
、
約
百
五
十
人
の

出
席
者
が
体
験
発
表
や
記
念
講

演
を
聞
き
、
福
祉
活
動
の

一
層

の
充
実
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
喜
良

市
小
二
年
の
桑
田

朋
枝
ち
ゃ
ん
ら
七

人
が
体
験
発
表
で

祖
父
や
母
子
家
庭

な
ど
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
意
見
を

延
べ
、
午
後
か
ら

の
式
典
で
は
、
社

会
機
祉
功
労
者
な

ど
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は

町
内
児
竜
の
習
字

や
各
施
設
人
居
者
 
 

廿
阿
部
重
古
‘
ミ
子
、
高
橋
常

作

・
ユ
キ
、
太
田
助
七

・
み
へ
、
 

泉
谷
豊
次
郎
・
ョ
シ
ヲ
、
白
川

弥
古
・
ョ
ス
、
鎌
田
源
太
郎

・

シ
ナ
、
斎
藤
亀
古
・
ハ
ツ
、
山

中
伊
太
郎

・
リ
セ
、
岡
田
健
三

郎
・
キ
セ
 
▽
米
瀞
者
廿
太
田

助
七
、
白
川
弥
吉
、
浅
利
多
次

郎
、
津
田
孫
市
、
鴫
海
か
し
、
 

浜
田
き
せ
、
棟
方
さ
な
、
桑
川

よ
そ
、
桑
川
東
太
郎
 

▽
社
会
福
祉
功
労
者
ー
桑
田

直
治
、
桑
川
キ
セ
、
今
武
し
、
 

今
き
ぬ
、
原
田
サ
ダ
、
長
尾
ヤ

ェ
、
原
田
政
彦
、
桑
田
幸
！十
、
 

今
勝
広
、
大
槻
利
子
、
松
井
成

介
、
松
橋
リ
キ
、
泉
谷
マ
ツ
、
 

近
藤
扶
美

f
．
沢
田
ス
ゲ
、
石

戸
谷
良

f
、
小
野
敬
．十
、
中
谷
 

嘉
瀬
老
人
ク

ラ
プ

（
津
田
秀

し
会
長
）
が
会

貝
の
生
き
が
い

対
策
と
相
互
の

親
善
を
図
ろ
う

と
、
今
年
か
ら

し
め
縄
作
リ
を

始
め
ま
し
た
。
 

'
 

材
料
の
ス
ゲ
は
近
く
の
た
め

池
で
刈
リ
取
っ
た
も
の
で
、
町

立
嘉
瀬
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に

集
っ
た
会
員
ら
は
、
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
な
が
ら
器
用
な
手

つ
き
で
し
め
縄
作
リ
に
精
を
畠

し
、
 一
か
月
で
五
百
本
余
リ
を

作
リ
あ
げ
、
収
益
で
温
泉
旅
行

を
楽
し
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

福祉活助の充実を誓った社会福祉大会 

しめ縄作りに励むお年寄りたち 



、
 ，ブ 

学校給食優良校として m給食‘琴申，淋雌姓 

晴れの受賞おめでとう 

(5） 金木だよ‘J 

~ 
、 柳 

中谷藤太郎さん 

嘉
瀬
小
に
文
部
大
臣
賞
 

9
0人
が
受
賞
を
祝
う
 

嘉
瀬
小
学
校

（
神
成
忠
尚
校

長
、
児
童
数
二
百
九
十
四
人
）
 

で
は
こ
の
ほ
ど
、

学
校
給
食
優

良
校
と
し
て
文
部
大
臣
賞
を
受

賞
、
そ
の
祝
賀
会
が
十

一
月
十

九
日
、
嘉
瀬
公
民
館
で
開
か
れ
．
 

約
九
十
人

の
出
席
者
が
受
賞
の

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
 

同
校
の
学
校
給
食

は
、
五
十
 
 

二
年
十
月
に
開
始
さ
れ
、

翌
五

十
三
年
に
は
、
土
曜
日

の
米
飯

給
食
も
始

め
る
な
ど
県
内
外
か

ら
注
目
を
浴
び
、

さ
る
五
十
六

年
に
は
県
教

脊
長
表
彰

を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
祝
賀
会
は
、
 
「
受
賞
の

喜
び
は
学
区
民

一
同
で
」
ー
と

嶋
海
等
同
校

P
T
A
会
長
は
じ

め
歴
代
の

P
T
A
会
長

が
学
区

民
に
呼
び
か
け
て
開
い

た
も
の

で
す
。
 

祝
賀
会
で
は
、
鳴
海
会

長
が
 

「本
校
の
給
食
内
容
等

が
全
国

的
に
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
関
係

者
の
努
力
の
結
品

」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、

神
成
校
長
が
給

食
開
始
以
米

こ
れ
ま
で

の
経
過
 
 

を
報
告
し
た
後
、

困
維
と
さ
れ

て
い
た
土
曜
日
の
米

飯
給
食

に

取
組
み
、
米
飯
の
先
進
枚
と
し

て
の
地
位
を
築
き
あ
げ
た
化
田

柾
ニ
前
枚
長

の
功
靴
を
称

え
、
 

引
き
続
き
町
長

（
代
理
I
吉
崎

助
役
）
ら
が

祝
辞
を
の
べ
，

同

枚
の
晴
れ
の
栄
誉
を

た
た
え
ま

し
た
。
 

ま
た
、
況
辞
に
立
っ
た
県
P
 

T
A
連
合
会

の
鈴
木
広
会
長
が

鳴
海
会
長

の
多
年
に
わ
た
る
P
 

T
A
発
展
等

に
対
す
る
功
績
に

対
し
、
日
本
P
T
A
全
国
協
議

会
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら

れ
た

こ
と
を
報
告
リ
会
場
内
は
二
重

の
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 展

に
尽
く
し
た
長
年
の
業
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

同
訓
練
校
で

は
現
在
、・
建
築

科
や
木
工
科
な
ど
五
つ
の
科

に

約
三
平
人
が
、
毎
日
仕
小
の
終

え
る
タ
方
か
ら
技
能
調
練

を
受

け
て
い
ま
す
が
、

技
術
革
新
の
 

ま
た
、
十

一
月
十
六
H
、
青

森
市
で
開
か
れ
た
県
職
業
訓
練

大
会
で
、
金
木
共
同
高
等
職
業

訓
練
協
会
役
員
の
小
山
内
等
さ
 
 

激
し

い
昨
今
、
よ
リ
高
度

な
技

術
が
求
め
ら
れ
て
お
リ
、
太
川

さ
ん
は
「
受
賞
を
契
機

に
技
能

の
向
上
訓
練
と
生
涯
訓
練

に
も

力
を
入
れ
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。
 

藤本れいさん 

ん
が
認
定
職
業
訓
練
知
事
表
彰

を
、
同
協
会
職
員
の
藤
本

れ
い

さ
ん
が
県
職
業
能
力
開
発
協
会

長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま

し
た
。
 

鳴海等さ ん 

労
働
大
臣
賞
に
 

太
田
昌
二
さ
ん
 

職
業
訓
練
で
 

県
知
事
表
彰
を
 

県
褒
賞
に
 

中
谷
藤
太
郎
さ
ん
 

さ
る
十

一
月
三
十
日
、
青
森
 
式

が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
．
 

市
で
本
年
度

の
県
褒
賞
の
授
与
 
中
谷
藤
太
郎

さ
ん
（
川
倉

）
が
 

,
 

太田昌ニさん 

祝
辞
を
の

べ
る
吉
崎
助
役
 

金
木
共

同
品
等
職
業
訓
練
校

の
太
川
昌
二
校
長
が
さ
る
十

一

月
九
日
、
労
働
大
臣
功
労
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
太
田
さ
ん
は

二
十
七
年

に
同
訓
練
校
長

に
就

任
以
来
、
職
業
訓
練
の
振
興

発
 

晴
れ
て
受
賞
し
ま
し
た
。
 

中
谷
さ
ん
は
、
金
木
農
協
組

合
長
、
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
長
な
ど

の
嬰
職
を
務
め

産
業
経
済
の
発
展
に
対
す
る
功

労
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
．
 



、
ー
 せ
ん
き
ょ
の
知
識
⑩
 

お
も
な
選
挙
違
反
と
処
罰
 

選
挙
に
立
候
補
し
た
な
ら
当

選
し
た
い
の
が
人
情
で
す
が
、
 

選
挙
違
反
キ
犯
せ
ば
せ
っ
か
く

の
当
選
が
無
効
に
な
っ
た
リ
、
 

選
播
権
や
被
選
業
権
が
停
止
さ

れ
ま
す
。
お
し
な
選
誉
埋
反
と

こ
れ
に
対
す
る
処
罰
に
は
次
の

よ
っ
な
も
の
が
あ
リ
ま
す
。
 

o

買
収
罪
 

当
選
す
る
た
め
借
金
の
免
除

や
，
保
証
人
に
主
っ
て
や
っ
た

リ
、
金
銭
や
物
品
の
1
1与
．
飲

食
物
を
与
え
た
リ
芝
居
や
湯
覧

旅
行
の
案
内
な
ど
す
る
こ
と
、
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

る
H
的
で
選
挙
運
動
貝
に
金
我

や
物
品
を
渡
し
た
リ
す
る
こ
と

立
屋
反
と
な
リ
ま
す
e
 

こ
の
場
合
、
三
年
以
ド
の
懲

役
，
禁
釧
．
又
は
．
羊
万
刊
以

ド
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

し
ち
ろ
ん
買
収
し
た
方
だ
け

で
な
く
，
受
け
た
選
挙
人
し
同

様
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
 

い
ち
い
ち
選
挙
人
を
買
収
す

る
よ
リ
し
と
有
力
な
候
補
者
を
 

1
1収
し
て
献
候
補
か
評
退
さ
せ

た
リ
．
と
き
に
は
買
収
さ
せ
る

た
め
の
い
や
が
ら
せ
の
』叫
候
補

等
特
殊
な
行
為
に
は
四
年
以
ド
 

r
 

の
懲
役
、
禁
鋼
、
三
十
万
円
以

ド
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

o

選
挙
の
白
由
妨
害
罪
 

候
補
者
や
選
挙
運
動
貝
に
暴

力
を
ふ
る
り
た
リ
．
演
説
の
妨

害
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
や
ぶ
っ
た

リ
す
る
と
四
年
以
ド
の
懲
役
．
 

禁
釧
又
は
．．羊
万
円
以
ド
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

o

虚
偽
事
項
公
表
の
罪
 

当
選
さ
せ
な
い
た
め
に
候
補

者
本
人
は
し
ち
ろ
ん
、
妻
に
噌

賄
の
疑
い
が
あ
る
と
か
，
親
族

が
傷
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
と
か

の
い
つ
わ
り
キ
灸
表
し
た
場
合

は
四
年
以
ド
の
懲
役
、
禁
釧
又

は
三
十
万
円
以
下
の
罪
金
と
な

リ
ま
す
，
 

o

詐
偽
投
票
罪
 

氏
名
を
い
つ
わ
っ
た
り
．
詐

偽
の
方
法
で
投
票
し
た
者
は
．
.
 

年
以
ド
の
禁
釧
又
は
十
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す

例
え
ば
件
E
投
票
と
か
投
票

川
紙
の
た
ら
い
ま
わ
し
等
が
ー
ー
 

れ
ら
に
該
当
し
ま
す
 

こ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
選
挙
違

反
が
あ
リ
ま
す
が
処
刑
者
は
，
 

定
期
間
．
選
挙
権
や
被
選
挙
愉

が
停
止
ざ
れ
上

ー
 

不凍栓 水抜栓 
ヤ、 

任
期
満
了
に
伴
う
新
し
い
民

生
委
員
が
次
の
と
お
リ
決
ま
リ

ま
し
た
。
相
談
ご
と
な
ど
が
あ

リ
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
任
期
は
三
年
で
児
竜
委
貝

も
兼
ね
て
い
ま
す
。
 
（
）
内
は

担
当
地
域
で
す
。
 

〔
金
木
〕
前
川
ヒ
サ
（
神
原
）
 

秋
元
直
衛
（
蒔
川
）
封
賜
豊
治
 

（
沢
部
）
荒
関
照
春

ニ
ニ
軒
町
 

・

新
富
町
一
、津
島
俊
雄

（
米
町
 

《
小
川
町
一
、角
川
川
遺
『
芦
野
 

町
・
浦
町
・
寺
町
）
、福

L
兼
次
 

r
 
郎

（
南
新
町
・
川
町
）
．仁
藤
ハ

ギ

（
川
端
町
・
本
町
・
栄
町
二

石
戸
谷
欣
一
 
神
明
町
・
北
新

町
〕
、中
村
勝
雄

（
朝
H
町
・
朝

日
団
地
）
、斉
藤
干
万
次
郎

【
昭

和
町
、
旭
ケ
丘
団
地
二
中
谷
勝

治

（
L
山
道
町
、
中
山
道
町
一
．
 

秋
谷
勇
助
（
美
晴
町
・
ド

山
道

町
一
、江
良
義
秋

一
見
崎
町
‘
芦
 

水
を
落
と
す
と
き
 

ヒ
ゃ
ロ
を
全
開
に
し
、
水
を

出
し
た
ま
ま
の
状
態
で
速
や
か

に
不
凍
栓
等
の

ハ
ン
ド
ル
を
右

へ
い
っ
ば
い
廻
し
て
く
だ
さ
い

そ
う
す
る

と
出
て
い
る
水
は
止

ま
り
、
管
内
の
水

は
か
す
か
な

音
を
た
て
な
が
ら
落
ち
て
い
き
 

E
す
 水

を
使
う
と
き
 

じ
ゃ

1
1を
開
い
た
ま
ま
、
 （
 

ン
ド
ル
を
左
に
い
っ
ば
い
廻
す

と
水
が
山
ま
す
，
 

ニ
の
場
合
、
 ハ
ン
ド
ル
が
止

ま
る
ま
で
廻
さ
な

い
と
、
じ
ゃ

口
か
ら
山
る
水
の
ほ
か
．
 一
部
 

凍
結
し
た
ら

ー
 

不
凍
栓
や
水
抜
栓
を
閉
カ
て

ら
凍
結
し
た
場
合
は
、
熱
渇
に

人
れ
た
タ
オ
ル
等
で
じ
ゃ
日
の

部
分
を
包
ん
で
み
る
か
．
直
接

お
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
 

新
民
生
委
員
決
ま
る
 

野
団
地
）
，田
村
厚
三
（
若
松
町
）
 

三
橋
勝
雄

（
藤
枝
）
、泉
谷
竹
彦
 

（
湯
の
川
・
向
道

）
、中
谷
文
雄
 

（
女
坂
・
林
ド

）
、白
川
章
．
 
(
 

字
川
野
）
．石
井
洋

f
（
大
東
ケ

丘
）
 〔

嘉
瀬
〕
原

m
キ
ナ

（
中
柏

木
｝
、今
哲
「
）
新
刈
・
新
提
町
）
 

小
松
勝
春
（
小

栗
崎
）
、鳴
海
興

八

（
東
町
・
上
中
派
寺
一

・
雲
雀

野
団
地

｝
，土
岐
輝
雄

（
昭
和
町
 

・

ド
派
立

）
、原
川
清
治

（
冷
水
 

・

本
町
二
山
中
満
衛

（
後
町
・

畑
中
二
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金木だよ り （6) 

日
増
し
に
寒
さ
も
厳
し
く
な
る
と
水
道
も
凍
結
な
ど

の
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
き
ま
す
。
 

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
は
凍
結
し
た
り
破
裂
し

ま
す
。
特
に
北
側
や
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
日
中
で
も

凍
結
し
ま
す
の
で
、
使
用
し
な

い
と
き
は
必
ず
、
次
の
要
領
で

不
凍
結
や
水
抜
栓
を
全
開
に
し
水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
リ
ま
し

よ
う
。
 水

道
管
を
凍
結
か
ら
守
ろ
う
 

は
地
ド
に
排
水
さ
れ
，
使
っ
て

い
な
い
水
ま
で
が
メ
ー
タ

ー
に

現
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ

い
。
 

（
一
 



年
金
係
で
自
分
の
手
で
行
わ
な

け
れ
ば
女
リ
ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
は
何
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
 

職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

一
保
 
険
料
は
 

忘
れ
な
い
で
  

泉
谷
 
和
亮
 
博
治
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
き
 
‘
白
川
直
貴
（
春
左
衛門
）
蒔
 

ち
ん
と
指
定
さ
れ
て
あ
る
納
付
 

秋
谷
 
正
悟
 
正
三

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
ま
す
か
．
 
原
田
 
大
輔
 
豊
 

納
付
期
限
は
、
単
に
事
務
整
 

今
 
恵
利
佳
 
慶
則
 
喜
良
市

理
の
都
合
の
た
め
だ
け
に
決
め
一

白
川
 
美
香
 
隆
行
 
金
 
木

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
 福
井
 
桂
子
 
定
治
 

“
 

も
し
、
万
一
の
事
故
が
あ
っ
 

今
 

良
子
 
研
司
 
喜
良
市

た
と
．き
に
は
、
過
ぎ
て
し
ま
っ
 

平
川
小
百
合
 
和
男
 
嘉
 
瀬

た
納
付
期
限
ま
で
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
こ
と
が
、
母
子
年

金
や
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る

た
め
の
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
 

今
年
度
も
あ
と
三
カ
月
を
残

す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
納
め

忘
れ
は
な
い
か
も
う
一
度
確
か

め
て
み
ま
し
ょ
う
．
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買物は地元商店で！!  
町商工会の呼びかけによリ12月25日 

~1月 5 日まで全町あげての「年末年

始大売出し」が行われます．この機会

に正月用品を買い求め、今後も地元商

店を大いに利用しましょう。 
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十
一
月
 

お
め
で
と
う
 

ナンバーワン 

川 倉 

泉谷博治

三男 和亮くん 

10月20日生まれ 

ム
 

】
フ
 

グ
 

0
 

加
 

重

3
 

体
 

ニ 

（
謡
蟹
写壁
議

魂

応
木
競

一
販証
緯
 

(）
川
丈
畑露
蕪
磁
 

（錯
嬬
徐
醜
諜
賠
 

文
則

良
実均

 

寛
樹

輝
生

信
夫
 

嘉
 
瀬

金
 
木

嘉
 
瀬
 

"
  

金
 
木

川
 
倉
 

莱b( 'Ii前
塚I日 川111 

箕
田

加
田
 

51 84 59 66 81 7 86 89 85 62 82 42 48 48 8
2
 金 川 金 	嘉 川 金 嘉 金 喜

良
市
 

嘉
 
瀬
 

喜
良
市
 

"
 

II 	IF 
木 倉 木 	瀬 倉 木 瀬 木 

2
0歳
に
な
っ
馴剖
 

加
入
し
よ
う
 

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
自
分

の
手
で
設
計
し
創
遺
し
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
万

一
の
事

故
の
時
や
、
老
後
の
対
策
と
し

て
の
、公
的
年
金
の
存
在
で
す
。
 

公
的
年
金
制
度
は
、
万

一
の

事
故
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や
老
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に
お
け
る
所
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る
、
国
で
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し
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る
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会
的
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で
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勤
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人
た
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加
入
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る
厚
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年
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や
共
済
組
合
な

ど
の
職
場
の
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金
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度
と
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職

場
の
年
金
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度
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な

い
、
一
一
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以
上
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た
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が
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。
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◇年末年始は 

．ノ“、 

	

	年末は31日まで平常通リ収集し

ますが、年始は 3日までゴミ収集

を休みますので、次の収集日まで

出さないようご協力願います。 

◇冬期間は特に 

冬期問は降雪のため、収集及び

処理能力が後退するので、特に次

のことにご留意願います。 

0降雪作業によるゴミの飛散を防

ぐため、必ず収集日の朝に出し

ましょう。 

01'~家処理できるものは、燃やす

などしてゴミの減量に努めまし

よつ． 

0台所のゴミは十分に水切リし、 

燃えるゴミと燃えないゴミを完

全に分けて出しましょうり 

ーー アマチユア無線技士
試 験 案 内 

レ試験申司‘i書の受付期間 

1月‘lII -25日、 5 月l日～25 

日、6 月 1日～25日、9 月 1日～ 

25日 

ン試験の日時 

~ 

お
知

5
せ
 

ゴミ収集にご協力を 

金木だよ り I8) 

3月26日～ 4 月 2 日、 7月23日 

-’-31日、 8月 8日～10日、11月 5 

日～ 9日までの間の指定する日時

レ試験地 

仙台市、弘前市（ 8 月のみ） 

レ試験手数料 2,000円 

所定の用紙により郵便局又は銀

行に払い込んで納付してください。 

D申請書提出先 

側）無線従事者国家試験センター 

東北支部 仙台市中央四丁目9-13 

Dその他 

詳細は0222-21-4147の テレホン

サーピスをご利用ください。 

9二・ I-1 -, I-I- mTrf-I 4 ',・ 
ノじlO、（ーIO、u」」r’ノ、ノニノ 

買いましよう 
たばこ20本人 1箱について311'J 

38銭が、たばこ消費税として町の

収入になり、皆さんの生活と町の

事業に一役買うことになります。 

おでかけになるときにも．たば

こは町内から買って行く習慣を身

につけまし上う。 

スタンドの 
日曜営業案内 

ガソリンスタンドの日曜営業は

禁止されていますが、緊急時など

に備えて、町内のスタンドが交替

で日曜日にも営業していますので

ご利用ください。 

●12月25日 其田石油 53-3773 

ト 1 月 8日 藤本石油 53-2440 

ト1月15日 飯塚商店 52一5555 

トl月22日 三上石油 52-2370 

ト1月29日 古万石油 53-2534 

完全就労は 
技能講習で 

◇日程及び受講資格 

〔玉掛〕1月26日～27日・18才

からの経験6か月以上〔ガス溶接〕 

1月30日～31日・18才以上で経験

不要〔足場組立〕 2 月 2日～ 3日 

・18才からの経験 3年以上〔型わ 

<) 2 月7日～ 8日・18オからの

経験 3年以上 

◇受講料 無料 

◇申込み 各講習とも定員（45名） 

に達し次第締切ります。 

希望者は早めに五所川原

公共職業安定所窓口 2 、 

3 番にお申込みください。 

◇場所 西北労働基準協会（玉

掛・ガス溶接）及び青森

県建設業協会北五支部 

（足場組立・型わく） 

町税の納期は 
12月25日です 

私たちが豊かで安定した生活が

できるように、国県や町が広い範

囲にわたリ、いろいろな仕事をし

ています。そのためにはたくさん

の資金が‘必製となります。 

この資金を私たちみんなが出し

合っていかなければなリません。 

これが税金です。 

今年度の町税は12月25日で、す

ぺて期限が終了することになりま

す。 

納め忘れしていませんか？ 

今―度確めてみましょう．ノ 

児童の明るい選挙啓発標語集⑤ 

1票が望むきれいな町づくリ 

自分の1票が自分の町の分かれ道 

清き 1票明るい町をつくりだす 

 

金木小5年 中 野 香 苗 

金木小5年 塚 本 博 隆 

喜良市小6年 大 橋 史 代 

 


